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昭和53年1月異常降雪によって冠雪害をうけた

　　　　　　　　　　　スギ人工林の解析＃

皿．列状檀栽林での連鎖状被害
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　十分な密度をもつ閉鎖林分では，冠雪が発達して1本

の木が折れると，隣接した立木に連鎖的な折損をおこす

場合があり，冠雪披害林内で群状に被害木が集中してい

る個所はこのようにしてできたものと考えられることが
1）2）3）

多い．冠雪害による林分の損害を大きくしている因子の

一つとして，この連鎖的あるいは共倒れ的といわれる被

害の発生状況を十分に検討しておくことは耐冠雪性林分

の育成条件を考える上で大切なことである．ところが，

連鎖的折損がおこる現場を実際に見たという記録は無い

し，被害発生後に集中的被害をうけた個所を調査するこ

とも多数の折損木が交錯して困難なことが多いので，こ

の現象について簡単な報告はみられても，詳細な調査は

行われていない．

　筆者は先に報告した島根県下の昭和53年1月2～3目
　　　　　　　　　　　　4）
の異常降雪による冠雪害調査で，スギ林における連鎖的

な折損の特徴を推測できる資料を得ることができたので

その結果を報告する．

　　　　　　　調査林分と調査方法

　調査は島根県大田市三瓶町にある島根大学農学部附属

三瓶演習林多根団地（23林班）「か」小班で行った．本
　　　　　　　　　　　　　　　4）
調査地の概況，冠雪害の状況はI報に報告したので省略

するが，本報告の内容に関係ある範囲で概要を説明する

と次のようである．

＊　育林学研究室

＃本研究の一部は文部省科学研究費補助金によって行われた．

　この調査林分は北西向きの緩かな斜面の中腹にある平

坦部分を占めている．昭和30年に列状に植栽され，列間

距離は2．5mで整然と並んでいる．列内の樹間距離は

最初約1．2m。で植えられたようで，檀栽後に枯死木が

生じていない場所では今なおその程度の樹間距離のもの

が多い．この林分内に30×45㎜のプロットをとり，こ

こに含まれる18檀栽列について立木位置図を作成し，図

上で冠雪害の状況が検討できるようにした．調査面積

1350m2内の立木本数は被害木を含めて320本で，ha当

たり2370本になる．平均胸高直径14．4cm，平均樹高

107mで，本数被望率は253％であった．被害木は曲

りと折れの2形態が見られた．割れは折れに含めた．被

害木について折損部直径（Dp），枝下高（HB），樹冠長

（Hc），折損先端部長（Hu），折損高（HL）を測定し
5
）

た．

　　　　　　　　結果と考察

　1．列内の単独及ぴ連続の被害

　作成した立木位置図から，列内で単独に被害をうけた

もの，隣接した2個体が被害をうけたもの，以下3本連

続，4本連続，5本連続で被害をうけたものと順に拾い

出してみた．その結果は表1の通りで，単独で被害をう

けた件数が最も多く，本数でも半数近くを占めるが，他

は2本以上連続して被害が発生している．もっとも，こ

こに示した列内で連続に被害を生じたものでも，それら

が遵鎖的に曲りあるいは折れの被害をおこしたという証

拠はなく，2本連続の場合でも1本1本が全く別個に被
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件数　（％） 被害木本数（％）

単独被害 37　（64．9） 37　（42．5）

2本達続被害 14　（24．6） 28　（32．2）

3本連続被害 3　（5．3） 9　（10．3）、

4本達続被害 2　（3．5） 8　（9．2）

5本連続被害 1　（1．8） 5　（5．7）
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た碩向から推測される通り，単独被害の個体より連続被

害の場合の個体の方により低い所で折れたものの多いこ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　6）
とが明らかである．この傾向はすでに千村も指摘してお

り，「密度の高い林分ではドミノ現象を誘発して，折損

の順序につれて折れ高が低くなる傾向がみられた」と冠

雪被害地の状況を述べている．折損部直径ではあまり差

のみられなかった，単独被害と2本連続被害の間にも，

はっきりとした差がみられ，前者では本数の％ほどが幹

の先端から20％の長さまでの位置で折れ，いわゆる梢端

折れといえるのに対して，後者ではそれが少ない．

（3）折損部位の特徴

　樹冠内あるいは樹冠以下のどの部位で折れる傾向があ

るかを上と同様，単独，2本連続，3本以上連続被害に

ついてみるため，折損先端部長を樹冠長で除して（Hu／

Hc）その度数分布を示したのが図3である．この値の

0から1．0までは折損部位の樹冠先端からの位置を示し，

1．O以上は樹冠より下で折れたものである．これを見る

と，単独被害木は樹冠の上部％位の所で折れたものが最

も多く，樹冠下部あるいは樹冠より下で折れたものは少

ない．これに比べ，2本連続被害の場合では樹冠上部で

折れたものも若干あるが，樹冠下部で折れているものが

最も多い．3本以上連続被害になると，さらに下って樹

冠より下で折れたものの数が最も多くなっている．

　このように折損部位の特徴からいっても，連続的に被

害を生じた木は，単独で被害がとどまった場合と折れ方

がかなり異ったものとなっている．ここでは列内の被害

木をただ機械的に，単独のもの，2本連続しているも

の，3本連続しているもの，と分けてみたのであるが，

この結果からみる限り決して無意味なものではなく，連

続して被害を生じたものはこうした特徴から判断して，
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連鎖的に発生したために被害程度をより大きくした場合

が多いことを間接的ながら証明しているといってよいよ

うに思われる．

　3．林縁木の被害の特徴

　林縁木が冠雪害に対して特に被害をうけやすいという

報告がある一方でそのような傾向が認められないとする
　　　　　　　　　　　　　　　　　3）
報告もあるということが指摘されている．今回の調査地

では植栽列の両端の個体もかなり被害をうけた．そこで

以下これらの林縁木の被害の特徴を検討する．前述のよ

うにこの「か」小班は緩かな斜面中腹の平坦部にある

が，その上部斜面及び下部斜面の昭和38，39年植栽の若

いスギ林に接している．そのため檀栽列の両端の個体の

樹冠は林縁木の特徴を示している．

　折損木の形状比（H／D）と折損比高（HL／H）の関係

を示すと図4の通りである。これによると形状比が小さ

く，折損比高の低い折損木には林縁木が多い．即ち林縁

木は一般に梢殺の樹形になりやすいことがこの場合にも

よく示されているが，それにもかかわらず折れる位置は

他の折損木に比べて低い．冠雪害とスギの樹幹の形状比

との関係は認められはするものの，従来から強調されて
　　　　　　　　　　　　　4）7）
いる程でないことはすでに指摘したが，この場合，林縁

木を除くと，形状比の大きい個体はより低い位置で折

れ，形状比の小さい個体はより高い位置で折れやすい煩

向はみられる．従って，形状比が小さいにもかかわらず

，かなり低い位置で折れるのは林縁木の冠雪害の一つの

特徴的な被害形態だといえるであろう．林縁木は一般に

樹冠の偏衛が顕著であるために，このような傾向を示す
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図3　折損先端部長／樹冠長（Hu／Hc）の度数分布
A．単独被害，　B　2本連続被害，　C：3本以上連続被害
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％
　　図4　折損木の形状比（H／D）と折損

　　　　　比高（HL／H）の関係

○：単独被害，　口’2本連続被圭，　△．3本以上連続被害

黒抜は林縁木



一50一 島根大学農学部研究報告 第15号

ものと考えられる．　　　　　　　　　　　　　　　　4．

　　　　　　　　引　用　文　献
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5．

1．池本彰夫・三角俊雅；群馬県林試報告8・9：33－

　　35．　1969　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6．

2　山谷孝一：林試東北支場たより125：1－5．1972　　　7．

3．高橋啓二：造林地の冠雪害とその対策，日林協　東

　　京1977，1－47

石井　弘・片桐成夫・三宅　登・赤塚金治⑤高見宗

臣：島根大農研報14：50－59．1980

石井　弘・片桐成夫・三宅　登　日林誌触：（印刷

中）1982

干村俊夫．森林計画研究会報258：6－11．1981

石井弘・片桐成夫・三宅登。赤塚金治：日林誌

63：451－457．　1981

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　S迦mm雛y

　Character1st1c　features　of　success1ve1y　breakmg　damage　of　trees　by血01st　heav－y　snow

accu皿u1ated．on　the　tree　crowns　m　the　case　of　the　row　p1antmg　stand－of0ブツがo肋θ〃α

！砂o刎6α　D　D0N　were　exammed　　Da血aged　trees　were　grouped　whether　they　were
s1ng1y　or　successwe1y　d－a＝maged．1n　the　p1ant1ng　rows　D1ameter　of　ste皿s　at　the　pomt

of　break1ng1s　greater1n　success1ve1y　break1ng　trees　than1皿separate1y　break1ng　ones

The　he1ght　of　breakmg　Pomt　of　stelms1s1ower1n　successwely　break1ng　ones　than　m
separate1y　breakmg　ones　These　resu1ts　md－1cate　that　the　d．am．age　of　trees　by　the　hea∀y

snow　accu血u1ated－on　the　tree　crowns1s　acce1erated　when　trees　break　su㏄es1sye1y

The　trees　o皿the　bord．er　of　stand　broke　at1ower　part　of　stems　than　others，a1though

they　had1ower∀a1ue　of　stem一£om　coeff1c1ent


